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一般社団法人

社会基盤情報流通推進協議会

G空間情報センターとは

G空間情報センターが目指す社会的機能

政府機関・自治体向け
「情報信託銀行」

●公共データの“信託”を通じた
オープン化と利活用支援
●利活用方法のコンサルティング

●G空間情報の統合・解析、新たな利
活用方法の開発を産官学で実施
●社会課題解決支援パッケージを開発

●多彩なG空間情報を検索可能に
●社会課題解決支援のパッケージ提供

●災害時の緊急対応を情報で支援、
支援団体との連携ハブ
●災害対応の経験をアーカイブ
・蓄積

●G空間情報に関するオープンリ
ソース（ソフトウェア、データ、
人材）の充実支援、利活用支援

G空間情報の研究開発

G空間情報
(データ・アプリケーション)

の流通支援

災害対応情報ハブ

G空間情報オープン
リソースハブ

政府機関・自治体
公共団体

市民・企業等

空間情報センターは、多様な組織が様々な目的で整備している地理空間情報（＝G空間情報）
の有効活用と流通促進を図ることを目的としたデータ流通支援プラットフォームです。利用者

が必要となるG空間情報や関連する情報がワンストップで検索入手できるサービスを提供するほか、
研究開発やデータキュレーションなど、イノベーション創出に向けた事業を展開します。
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G空間情報センターのサービス内容
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G空間情報センターの提供するソーシャルビジネスモデル

リアルタイム災害情報

My City Construction

My City Report

デジタルシティサービス

■包括協定：
国土交通省都市局、東京大学

■災害時連携：情報提供協定
(株)パスコ、朝日航洋(株) 、
(株) Agoop、国際航業(株) 、
(株)ナビタイムジャパン、
(株)ゼンリンデータコム 等

■災害時連携：情報利用協定
防災科学技術研究所、IT
DIRT、クライシスマッパーズ
ジャパン、OSMFJ、OsGeo財
団、大阪市立大学CERD、減
災info

My City Forecast

G空間情報センターの主な取り扱いデータ

各社の提供データもG空間情報センターから取得・購入可能です。

一般社団法人 社会基盤情報流通推進協議会

E-mail：office@aigid.jp ／ TEL：03-6455-1845 FAX：03-6455-1846
〒151-0053 東京都渋谷区代々木1-10-5-304

詳しくはホームページをご覧ください。

https://geospatial.jp/
2023.4

G空間情報センター Website

他セクターとの連携

公共事業 オンライン型電子納品システム
https://mycityconstruction.jp/

デジタルツイン(3次元都市空間)環境提供
https://www.digitalsmartcity.jp/

災害時緊急撮影情報の提供（無料）
https://www.geospatial.jp/disaster-info/

市民協働投稿・道路損傷検出サービス
https://www.mycityreport.jp/

居住地域環境の将来予測シミュレーション
https://mycityforecast.net/

赤色立体地図デジタルデータ good-3D DSM点群データ

断面交通量データ 通行実績データ 混雑度データ


